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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和5年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

1 20分 玉城　武光（日本共産党沖縄県議団) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 米軍機の演習・訓練の実態について

(1) 水域・空域での演習・訓練の実態(４年間の演習・訓練回数の推移)と事故の状況を伺う。

(2) ブリンケン国務長官、オースティン国防長官、林外務大臣及び浜田防衛大臣(以下、併せ
て「閣僚」という)は、2023年１月11日、ワシントンDCにおいて日米安全保障協議委員会
（ＳＣＣ）を開催し、共同発表で「閣僚は、南西諸島を含む地域において、日米の施設の
共同使用を拡大し、共同演習・訓練を増加させる」ことにコミットしたと報道されている。水
域・空域での日米共同演習・訓練が増加すると、県民の生命・安全がさらに脅かされ、漁
業者の操業制限も増加します。知事は、日米共同演習・訓練に反対の意思を表明すべき
です。知事の所見を伺う。

2 電気料金値上げ、物価高騰等から暮らしと経済を守る施策について

(1) 県が要請した電気料金値上げに対する政府の対応と県独自の支援策・特別高圧受電契
約事業者支援事業を伺う。

(2) 県独自の物価高騰対策の諸施策を伺う。

3 食料自給率、安全・安心な食料の確保、国土の多面的機能を重視した農林水産業の振興
について

(1) 国民の命の源である食料自給率の現状、食料自給率を高める取組と地産地消マルチブ
ランド戦略を伺う。

(2) 肥料、農業資材等の高騰で困窮している農家に対する支援策を伺う。

(3) 配合飼料、粗飼料の高騰等で困窮している生産者（酪農、養豚）の廃業実態（４年間の推
移）と打開に向けた支援策を問う。

(4) 加工用生乳の輸送費に対する不利性解消事業、今年の夏休みの輸送費から実施すべ
き。取組を伺う。

(5) 燃油高騰による操業コスト増、コロナ危機、軽石漂着の自然災害などで困窮している漁業
者の経営が成り立つような支援策を行うべきです。支援策を伺う。

(6) 県産ウニ復活プロジェクト事業について伺う。

4 暮らし、福祉行政について

(1) 沖縄県の高齢者人口、高齢化率、高齢者夫婦世帯数、高齢者単身世帯数を伺う。

(2) 認知症高齢者数の実態（４年間の増減推移）と認知症対策施策、認知症グループホーム
の施設整備計画等を伺う。

(3) 加齢性難聴者への補聴器購入補助を実施する制度を問う。

(4) 生活保護は受給申請した全ての方に支給されるべきです。保護申請件数と受給の実態
（４年間の推移）を問う。

(5) 生活困窮世帯への支援策を強化すべきです。生活困窮者住居確保給付金事業と生活
困窮者自立支援事業の成果、今後の支援策を伺う。

5 命・安全を守る防災・減災のまちづくりについて

(1) 大地震による津波浸水の最大想定と防災・減災対策を問う。

(2) 津波洪水による浸水想定区域の学校、児童施設、公共施設の現状を問う。

(3) 津波洪水による浸水想定区域の避難所、避難訓練などを伺う。

(4) 道路、港湾、漁港、空港等の耐震化・老朽化対策、治水・浸水・土砂災害等の施策を問
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う。

(5) 消防・防災職員の増員、消防団員の確保等について伺う。

(6) 報得川に近接している中学校敷地内の浸水・冠水解消対策を伺う。

6 子供・若者・女性への支援について

(1) 大学進学率、若年無業者の実態と若年者活躍促進事業の成果と支援拡充を伺う。

(2) 子ども・若者育成支援事業の成果と支援拡充を問う。

(3) コロナ特例貸付制度の返済免除の状況を伺う。

7 県道整備について

(1) 県道17号線（港川－長毛）の歩道帯とバス停留所等の整備の進捗状況と整備計画を伺
う。

(2) 県道77号線（糸満－与那原線）の八重瀬町東風平地内の改良整備の進捗状況と整備計
画を伺う。

8 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和5年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

2 20分 平良　昭一（おきなわ南風) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 沖縄特区・地域税制等活用促進事業について

(1) 観光地形成促進地域制度について伺う。

(2) 離島の旅館業に係る特例措置について伺う。

(3) その他の税の特例制度について伺う。

2 公立沖縄北部医療センターについて

(1) 進捗状況について伺う。

(2) 住民説明会が行われているようだが、要望等について伺う。

3 観光立県沖縄について

(1) 北部テーマパークについて伺う。

(2) 道路標識対策について伺う。

(3) 修学旅行対象航空運賃補助について伺う。

(4) ドローンタクシーについて伺う。

4 名護警察署について、移転計画があると聞いているがいかがか。

5 県道84号線改修と渡久地橋架け替えの進捗状況について伺う。

6 伊平屋空港の進捗状況について伺う。

7 先般、沖縄経済同友会が幸福度に関する提言を県に行ったが、その内容について伺う。ま
たその提言を受け、県はどのように取り組んでいくか伺う。

8 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和5年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

3 20分 渡久地　修（日本共産党沖縄県議団) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 戦争の準備ではなく平和の準備を

(1) 沖縄が再び戦場にされようとしていることについて

ｱ 今の政府の動きは戦争への道を突き進んでいるのではないか。

ｲ 安保３文書の本質は、日本が攻撃されていないにもかかわらず、アメリカの戦争に安保
法制（戦争法）を発動させ、米軍と自衛隊が融合し、参戦することを実行に移す体制を
つくることにあるのではないか。

ｳ 沖縄へのミサイルの配備は、逆に標的になり、攻撃されることになるのではないか。

ｴ 自衛隊那覇基地、石垣駐屯地の地下司令部、作戦部の建設は、沖縄が戦場になること
を想定しているとしか思えないのではないか。

(2) 沖縄が捨て石にされた歴史について

ｱ 78年前の沖縄戦は、「本土防衛の捨て石作戦として決行され」、その結果、沖縄が戦場
になり、凄惨な被害を受けたのではないか。

ｲ 今の沖縄での基地強化とミサイル配備計画など、かつて沖縄戦へと突き進んだ歴史が
再び繰り返されようとしているのではないか。

ｳ 沖縄戦で捨て石にされ、サンフランシスコ条約で切り捨てられ、復帰時には「基地のない
平和な島を」との願いは「弊履のように踏みにじられた」。今回もまた捨て石にされようとし
ているのではないか、見解を伺う。

(3) 沖縄を再び戦場にさせないために

ｱ 沖縄県から平和を発信する、沖縄をアジアの平和の拠点にするための沖縄県としての
取組がますます重要になっていると思うが見解を問う。

ｲ ＡＳＥＡＮ関連会議の沖縄への誘致などについて検討すると答弁したが、取組状況を問
う。

ｳ 沖縄を戦場にさせない、平和の拠点にするためには全県民の一丸となった取組が必要
だと思うが、そのために県は不退転の決意で取り組むべきだ。

ｴ 沖縄戦の実相を正しく継承することが特に重要になっている。県の認識と取組を伺う。

ｵ 県史・沖縄戦のビジュアル版の発刊は、沖縄戦の実相を正しく後世に伝える上で重要だ
と思うが、発刊の意義、対象年齢層、内容、発刊時期等について伺う。

(4) 32軍壕の保存公開について

ｱ 現在の情勢の下で保存公開の意義はますます重要になってきたと思うが見解を伺う。

ｲ 第５坑口の土地取得後速やかに公開すべきと提起し続けてきたが取組状況を伺う。

ｳ 第１坑口の発掘状況と全体の公開への計画を伺う。

ｴ 32軍壕の説明板と壕の模型を第３坑口近くの綾門大道か、首里杜館に設置できないか
伺う。

2 ウチナーグチ・しまくとぅばについて

(1) 沖縄戦のさなかに、方言を使ったことがスパイ扱いされ、殺された県民もいたという歴史に
ついて見解を問う。

(2) 過去の「標準語励行運動」、「方言撲滅運動」について県の見解を問う。

(3) ウチナーグチ・しまくとぅばについて、県の認識と位置づけ、普及の意義、方針等について
問う。
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(4) 日常的に使えるようにするために、どのように取り組もうとしているのか。

(5) 普及の現状はどうなっているのか。県の公共施設やモノレールでのしまくとぅばの案内放
送など、県が率先して行うことが必要ではないか。

3 伝統工芸産業を守り存続させるために

(1) 沖縄の伝統工芸及び伝統工芸産業を守り、技術を継承していく県の責務について問う。

(2) 琉球漆器産業は極めて厳しい状況にある。今、対策を取らないと手遅れにならないかと危
惧している。現状と具体的な支援策を問う。

(3) 学校給食食器への琉球漆器の活用は、漆器産業の存続と教育効果などで成果があった
と思うが見解を問う。琉球漆器産業と沖縄の林業の振興、沖縄の伝統文化の継承、教育
の充実のためにも、学校給食への琉球漆器導入事業の存続と拡充が急がれるが見解を
問う。

(4) 首里城正殿の龍頭棟飾について、県民の力で復元すること、伝統工芸産業育成、県内
技術者の育成という方針からしても、壺屋陶器事業協同組合を中心に行うべきではない
か。

4 御茶屋御殿の復元について

(1) 調査費がついたが復元に向けた進捗状況について伺う。

(2) 戦争で焼失した御茶屋御殿は、戦争を起こした国の責任で復元すべきと思うが見解を問
う。

5 石垣市の大規模ゴルフリゾート開発計画について

(1) 環境アセスで県が事業者に付した意見の数と内容、また、この意見に対しての事業者の
未対応等の数と内容について問う。

(2) 優良農地が失われることによる周辺農業への影響、また、八重山の畜産業での牧草の自
給にも大きな影響を与えるのではないか。「農地転用」は許可すべきではないと思うが見
解を問う。

6 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和5年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

4 20分 山内　末子（てぃーだ平和ネット) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) ウクライナ侵攻から１年、国連総会においてロシア軍の全面撤退を盛り込んだ和平案を支
持しロシアに対して即時攻撃停止を求める決議案の動きがある（１６日現在）。一方ではロ
シア軍のさらなる大規模攻撃の懸念もあり、混沌とした情勢は続いている。
　世界がボーダーレス化した昨今、この侵攻は軍事のみならず食料・エネルギー等世界
経済へも大きな影響をもたらした。一地方自治体の沖縄もその影響を免れない状況であ
る。県民生活や取り巻く環境にどのような影響を及ぼした１年だったのか知事の所見を伺
う。

(2) アジア太平洋の安定は沖縄のソフトパワーを生かした政策が重要だとしている。地域外交
室の効率的な取組に期待をするとともに、知事の積極的なアジア諸国外交も必要だと考
える。見解を伺う。

(3) 台湾有事や中国の気球問題等、米中間や日中間の緊迫した情勢が続いているが、いよ
いよきな臭くなっている。本県の隣国は決して敵国ではないという認識の下、東アジアの
平和と非戦地帯の確立が重要です。
　「沖縄を平和・対話・交流のハブ拠点へ」という取組が求められているが見解を伺う。

2 教育行政について

(1) 教職員の現場の実態調査について（他県36人、本県555人から回答）、以下、教育長の
見解を伺う。

ｱ 他県との比較から見える本県教職員の業務時間の多さについて

ｲ 取り組んだ効果的な働き方改革について

ｳ 教職員の生の声・思い・悲痛な訴えを読んでの見解を伺う。

ｴ 考えられる対策を35項目提示しました。見解を伺う。

(2) 中部Ａ特別支援学校（仮称）設立の進捗状況を伺う。

3 医療福祉行政について

(1) 国際家事相談所の実績と次年度の取組について伺う。

(2) パートナーシップ制度の確立について伺う。

(3) 沖縄県の無戸籍者の実態と相談体制について伺う。

(4) 若年妊産婦支援事業宿泊型施設の設立について伺う。

4 土木環境政策について

(1) 鳥獣保護区の指定について

ｱ 大浦湾河口域の鳥獣保護区の指定について、これまでの経過と今後の方向性を伺う。

(2) 街路樹維持管理ガイドライン（案）について

ｱ 性能規定制度導入により雑草の繁茂が抑えられているという効果が出ている。ガイドライ
ンが初めて策定されるようだが、高木含め緑豊かな町並み、花々の美しさなど沖縄らし
い景観づくり対策がしっかり盛り込まれなければならないと考えるがどうか。

(3) 県・国管理横断歩道橋、トンネル、シェットの整備計画について現状と進捗状況を伺う。

5 商工労働行政について

(1) 県立職業能力開発校の入校者・就職者実績の推移を伺う。

(2) 台湾・香港・中国アジア主要国の県産品の輸出の現状と今後の取組について伺う。
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(3) 新たに指定されたうるま市の国際物流特区仲嶺地区と平安座地区の事業の県の関係性
について

ｱ 仲嶺地区については既存の洲崎地域の共通課題である連結する県道の渋滞緩和策が
求められるが、県道整備計画について伺う。

ｲ 平安座地区については２つの石油企業が県内の石油供給・国内原油備蓄に多大な貢
献をしているところだ。５年後に迫る「地上権設定契約」期限に向け地元、自治会、現地
企業、本社との意見交換が続けられているが、県はどのように関わっているか伺う。

6 文化観光スポーツ行政について

(1) 「復帰50年平良孝七展」について

ｱ 戦後沖縄を代表する写真家の功績を未来につなぐ写真展として期待された事業であ
る。展示中に関係者から写真の撤去や修正を求められるという事態が生じてしまった。
原因解明と今後の対策をしっかり講じ関係者・遺族に向き合うべきだが対応を伺う。

(2) うるま市は闘牛を市の無形文化財と指定をしている。観光闘牛にも力を入れており、県の
指定により後世へと引き継がれる貴重な文化財として残していきたいと考えるが課題と方
向性について伺う。

(3) 空手の喜友名選手の引退が決まったようだ。沖縄空手の世界への発信の立て役者として
その功績を高く評価したい。空手のユネスコ無形文化遺産登録の進捗状況を伺う。

7 沖縄県食品ロス削減推進計画について

(1) 食品ロスの沖縄県の現状と他県との比較・課題を伺う。

(2) アクションプランの制定は進行しているか伺う。

8 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和5年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

5 20分 仲宗根　悟（おきなわ南風) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 2023年度一般会計予算案について知事は、「自立的発展と住民が豊かさを実感できる社
会の実現を目指す」と強調している。今回の予算編成に当たっての特徴を伺う。

(2) 知事は国連演説をどのような場で何を訴え、どのような効果があると考えるか伺う。

(3) 防衛体制強化を盛り込んだ３文書の決定と南西諸島の自衛隊配備強化を打ち出した政
府方針に対する県の受け止めを伺う。

(4) マスコミの県内世論調査の結果、敵基地反撃能力の保有に対して55.6％が反対とし、防
衛力強化のための増税不支持が74％の結果についての県の受け止めを伺う。

2 医療福祉行政について

(1) 県立八重山病院長や幹部の辞職は石垣市、病院事業局のこれまでの対応に関する不満
の積み重ねとしているが、この事態を知事はどのように受け止めているか伺う。

(2) 米国防省が米軍病院の在日米軍属とその家族の利用を制限し、基地外の民間医療機関
を奨励しており、県内の医療体制に影響を与えるとしているが、どのように捉えているか伺
う。

(3) 子育て支援拠点、子育て支援センターの認定こども園への移転などで廃止の動きが県内
で見られるとのことだが、親にとって圧倒的に利用しやすい支援センターを廃止し園に負
担をかけることは、園・親双方に負担を強いることになるとして廃止の撤回を求める声があ
る。県として指導すべきではないか伺う。

(4) 健康長寿の取組について伺う。

3 教育行政について

(1) 県教職員の精神疾患による病休者が増加しているとあるが、県当局の対応と今後の対策
について伺う。

(2) 本県の教職員は臨時職員が多く、そのため、本務教諭に業務が偏り多忙を極め、病休者
を発生させている現状がある。本務採用を拡大すべきで、その際、経験者が入りやすい
制度にするべきとの指摘があるが、見解を伺う。

(3) 沖縄の歴史教育の充実を図ることについて伺う。

4 観光振興について

(1) コロナ禍の下で人材不足の観光業界を支援しようと、観光人材確保支援事業に取り組む
としている。事業の内容と効果について伺う。

(2) 今後のコロナ禍の動向を見据え、規制緩和が進むと観光産業にどのような期待を寄せ、
どういう形の支援体制で臨むか伺う。

5 基地問題について

(1) 米軍嘉手納飛行場に昨年11月から暫定配備のＦ16戦闘機及びＦ22ステルス戦闘機に加
え、岩国所属のＦ35Ｂステルス戦闘機などの外来機の飛来により、騒音発生回数が１月だ
けで２万回を超え、周辺住民は騒音の異常さに怒り心頭である。県の対応と対策につい
て伺う。

(2) 浦添市のキャンプ・キンザー内の土壌汚染が明らかになった。これまでも恩納通信施設や
北谷町桑江、沖縄市サッカー場、読谷補助飛行場などの米軍基地の跡地、地中からＰＣ
Ｂやダイオキシン類などの有害物質が出土したことを踏まえると米軍の基地使用に当たっ
て、有害物質が埋却されている蓋然性は高い。米国情報自由法（ＦＯＩＡ）など、あらゆる
ネットワークを駆使して情報収集に努め実態を把握すべきと考えるが、県の対応を伺う。
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6 我が会派の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和5年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

6 20分 國仲　昌二（立憲おきなわ) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 令和５年度当初予算(案）について

(1) 施政方針で示した「平和的な外交・対話による緊張緩和と信頼醸成」に取り組むための予
算計上・事業について伺う。

(2) 離島・過疎地域振興関係の主な予算計上・事業について伺う。

(3) 教育関係予算の主な予算計上・事業について伺う。

2 南西地域の防衛力（軍事力）強化について

(1) 安保関連３文書について

ｱ 「反撃（敵基地攻撃）能力を保有する」についての見解を伺う。

ｲ 「南西地域の空港・港湾施設を整備・強化し利用範囲拡大を図る」ことについての見解
を伺う。

ｳ 「沖縄の陸自第15旅団を師団に改編」についての見解を伺う。

(2) 台湾有事について

ｱ 台湾のシンクタンクによる調査で「中国が武力侵攻するか」との問いに対し、「そう思わな
い」が52.7％で「そう思う」の39％を上回っていることについて見解を伺う。

ｲ １月９日に公表されたＣＳＩＳ（戦略国際問題研究所）のシミュレーションについての見解
を伺う。

ｳ 在沖米軍トップの「（ウクライナの）成功事例を踏まえ、現在は中国との戦争に備えて日
本と準備を進めている」とのコメントについての見解を伺う。

ｴ 台湾有事で日本が参戦した場合、反撃に遭い人々に多大な被害が生じるといわれる
中、米国の支援要請が来たら「日本は同盟国として断れない。断れば同盟が決定的に
毀損する」と防衛大臣経験者が語ったことについて見解を伺う。

(3) 下地島空港の軍事利用について

ｱ 「下地島空港を国管理にすべきだ」との発言についての見解を伺う。

ｲ 「屋良覚書」、「西銘確認書」に関する条例化についての見解を伺う。

3 沖縄県農作物種苗生産条例について

(1) 「良質」、「優良」な種苗について言及はあるが、「多様性」については言及がないとの指
摘がある。「多様性」について見解を伺う。

(2) 民間企業から知見の提供があった場合、沖縄県農作物種苗審議会の意見を聴いて知事
が判断するとしているが、県議会も関わる必要があるのではないかとの指摘がある。見解
を伺う。

(3) 沖縄県農作物種苗審議会について、委員の構成やその権限についての規程が必要で
はないかとの指摘がある。見解を伺う。

4 宮古地域の課題について

(1) 下地島空港周辺跡地利活用事業について

ｱ 確約書を求めた農家数と確約書を提出した農家数を伺う。

ｲ 耕作者との話合い等、今後の進め方について伺う。

ｳ 利活用事業の１社のみの大規模なリゾート計画について、宮古島市が疑問視しているこ
とについての見解を伺う。
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(2) 農振除外の考え方について

ｱ 宮古島市に係る農振除外の進捗について伺う。

ｲ 国のガイドラインと県の同意基準の「市町村が判断する」についての考え方について伺
う。

(3) 小・中・高生の派遣費の保護者負担と格差是正について

ｱ 離島の保護者負担軽減の措置はできないか伺う。

ｲ 軽減措置に代わり離島割の学生割の導入は可能か伺う。

(4) 宮古空港の機能拡充について

ｱ 駐機場の拡張について伺う。

ｲ 貨物ターミナルの拡張について伺う。

ｳ 一般駐車場の拡張について伺う。

(5) 国民健康保険国庫補助金の削減について

ｱ 現物給付に対する国のペナルティーについて見解を伺う。

ｲ ペナルティーの全廃について、全国知事会で取り組めないか伺う。

5 我が会派の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和5年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

7 20分 上原　快佐（無所属) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 沖縄経済について

(1) 本県の経済構造について

ｱ 本県の経済構造と他県の大きな違いは何か伺う。

ｲ 本県の産業構造の特徴と他県との比較について伺う。

ｳ 住宅・土地統計調査における本県と全国の世帯収入の特徴を伺う。

ｴ 新・21世紀ビジョンは本県の経済環境を踏まえた計画か伺う。

(2) 島嶼経済の課題と今後の方向性について

ｱ 離島と本島の産業構造の違いについて伺う。

ｲ 大規模離島と小規模離島の共通課題と違いについて伺う。

ｳ 将来推計人口の島ごとの違いについての見解を伺う。

ｴ 離島振興計画における展望値と進捗管理について伺う。

(3) アジア諸国との経済連携の見通しについて

ｱ アジア諸国の今後の経済見通しについて伺う。

ｲ 新設される地域外交室とアジア経済戦略課との役割分担について伺う。

ｳ アジア経済戦略構想の方向性及び重点戦略について伺う。

ｴ アジア経済戦略構想における展望値と進捗管理について伺う。


